
全数調査から標本調査への見直しによる効果（イメージ）
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未回収

○調査結果（実数値）が実態と乖離

○調査結果（実数値）での経年比較が困難
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○調査結果（推計値）の精度向上

・母集団全体の状態を推計

・調査客体数の減少により、未回収対策を効率的に実施

○調査結果（推計値）での経年比較が可能

○調査客体数の減少による被調査者負担の軽減、調査

実施の効率化

※抽出率は、目標標準誤差率が５％以内となるよう設計した当初の抽出率に、過去の回収率及び廃止の状況を勘案して設計。

資料２

未回収対策を
効率的に実施


